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朝
鮮
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加
措
置
に
関
す
る
申
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入
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北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
対
策
本
部 

 

北
朝
鮮
は
、
世
界
各
国
が
自
制
を
求
め
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
昨
年
四
月
と
十
二
月
に
ミ
サ
イ

ル
発
射
を
強
行
し
、
今
般
、
核
実
験
を
断
行
し
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
国
連
安
保
理
決
議
違
反
で
あ

り
、
国
際
社
会
に
対
す
る
重
大
な
背
信
行
為
、
挑
発
的
行
動
で
あ
る
。 

加
え
て
、
北
朝
鮮
は
、
わ
が
国
と
平
成
二
十
年
八
月
に
合
意
し
た
拉
致
に
関
す
る
再
調
査
を
全
く

実
施
せ
ず
、
今
な
お
不
誠
実
な
対
応
を
続
け
て
い
る
。 

こ
れ
ら
北
朝
鮮
の
「
拉
致
、
核
、
ミ
サ
イ
ル
」
に
対
す
る
不
誠
実
か
つ
挑
発
的
行
動
は
、
北
東
ア

ジ
ア
の
安
全
保
障
上
の
脅
威
・
懸
念
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
我
々
は
、
わ
が
国
が
積
極
的
に
国

際
世
論
を
リ
ー
ド
し
、
北
朝
鮮
に
対
し
更
な
る
圧
力
を
加
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

よ
っ
て
本
対
策
本
部
は
政
府
に
対
し
、
四
月
十
三
日
期
限
の
対
北
朝
鮮
措
置
に
加
え
、
以
下
の
制

裁
措
置
等
を
講
ず
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。 

 

一
、
北
朝
鮮
の
核
実
験
は
、
国
連
安
保
理
決
議
第
一
七
一
八
号
、
第
一
八
七
四
号
、
第
二
〇
八
七
号

等
に
違
反
す
る
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、
日
米
韓
が
連
携
し
更
な
る
対
北
朝
鮮
措
置
を
実
施
す
る

こ
と
。
併
せ
て
、
今
般
の
核
実
験
が
平
和
と
安
全
を
希
求
す
る
国
際
社
会
へ
の
重
大
な
挑
発
行

為
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
決
議
第
二
〇
八
七
号
の
「
重
要
な
行
動
を
と
る
」
と
の
決
意
表
明
を

踏
ま
え
、
関
係
各
国
と
連
携
し
て
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
働
き
か
け
、
安
保
理
が
新
た
な
制

裁
措
置
を
講
ず
る
決
議
を
採
択
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
な
お
、
そ
の
際
に
同
決
議
の
中
に
、

拉
致
を
含
む
人
道
上
の
懸
念
を
盛
り
込
む
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

二
、
米
国
が
北
朝
鮮
を
テ
ロ
支
援
国
家
と
し
て
再
指
定
し
、
金
融
制
裁
等
を
強
化
す
る
よ
う
働
き
か

け
る
と
と
も
に
、
米
国
に
よ
る
北
朝
鮮
に
対
す
る
現
行
の
制
裁
措
置
を
引
き
続
き
厳
格
に
維

持
・
適
用
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
。
ま
た
、
米
国
が
北
朝
鮮
に
対
し
、
栄
養
補
助
食
品
等
の
食

糧
支
援
を
実
施
し
な
い
よ
う
求
め
る
こ
と
。 

 

三
、
北
朝
鮮
を
仕
向
地
と
す
る
渡
航
の
際
の
携
帯
金
額
、
支
払
い
に
係
る
報
告
金
額
の
厳
格
化
等
を

行
う
こ
と
。 

 

①
北
朝
鮮
を
仕
向
地
と
す
る
携
帯
輸
出
に
つ
い
て
届
け
出
を
要
す
る
金
額
（
下
限
額
）
を
引
き

下
げ
る
こ
と
。
併
せ
て
、
携
帯
輸
出
金
額
の
一
回
当
た
り
及
び
年
間
の
上
限
額
を
設
定
す
る

こ
と
。 

 

②
北
朝
鮮
に
住
所
等
を
有
す
る
自
然
人
等
に
対
す
る
支
払
い
に
つ
い
て
報
告
を
要
す
る
金
額



（
下
限
額
）
を
更
に
引
き
下
げ
る
こ
と
。
併
せ
て
、
当
該
支
払
い
金
額
の
一
回
当
た
り
及
び

年
間
の
上
限
額
を
設
定
す
る
こ
と
。 

 

③
措
置
の
執
行
に
当
た
り
、
迂
回
輸
出
入
を
防
ぐ
た
め
厳
格
に
対
応
す
る
こ
と
。 

 

四
、
北
朝
鮮
と
我
が
国
の
人
の
往
来
を
全
面
禁
止
す
る
こ
と
。 

①
日
本
人
の
北
朝
鮮
渡
航
禁
止 

 
 

・
旅
券
法
５
条
１
項
、
６
条
２
項
に
基
づ
き
、
北
朝
鮮
を
渡
航
制
限
先
に
指
定
す
る
こ
と
。 

②
在
日
朝
鮮
人
が
北
朝
鮮
に
渡
航
し
た
場
合
の
再
入
国
禁
止 

 
 

・
入
管
法
２
６
条
に
基
づ
き
、
在
日
朝
鮮
人
の
北
朝
鮮
を
渡
航
先
と
す
る
再
入
国
を
禁
止
す
る

と
と
も
に
、
北
朝
鮮
以
外
の
渡
航
先
で
申
請
し
て
き
た
場
合
、
北
朝
鮮
に
渡
航
し
な
い
と
い

う
誓
約
を
と
る
こ
と
。 

 
 

・
平
成
十
八
年
七
月
五
日
の
官
房
長
官
記
者
発
表
に
お
い
て
、
「
在
日
の
北
朝
鮮
当
局
の
職
員

に
よ
る
北
朝
鮮
を
渡
航
先
と
し
た
再
入
国
は
原
則
と
し
て
認
め
な
い
」
と
し
て
い
る
。
今
回

の
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
対
応
し
、
再
入
国
不
許
可
の
範
囲
を
北
朝
鮮
当
局
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
朝
鮮
総
連
副
議
長
、
並
び
に
核
や
ミ
サ
イ
ル
に
関
す
る
技
術
者
に
拡
大
す
る
こ
と
。 

 

五
、
朝
鮮
総
連
及
び
関
連
団
体
施
設
へ
の
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
に
つ
い
て
は
、
関
係
地
方
自
治

体
へ
の
総
務
省
の
通
知
等
に
よ
る
指
導
強
化
に
努
め
る
こ
と
。 

 

六
、
政
府
認
定
に
係
る
拉
致
被
害
者
以
外
で
、
特
定
失
踪
者
等
拉
致
の
疑
い
の
あ
る
事
案
に
つ
い
て

も
、
そ
の
真
相
究
明
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 

七
、
対
北
朝
鮮
措
置
の
確
実
な
実
施
の
た
め
、
拉
致
問
題
対
策
本
部
を
中
心
と
し
た
情
報
共
有
、
制

裁
効
果
の
検
証
、
法
執
行
な
ど
関
係
省
庁
間
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
。 

 

八
、
韓
国
や
タ
イ
な
ど
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
の
い
る
国
々
及
び
北
朝
鮮
と
友
好
関
係
に
あ
る

国
等
と
連
携
し
、
拉
致
問
題
解
決
に
向
け
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
。 

 

九
、
国
連
に
お
け
る
北
朝
鮮
人
権
状
況
に
関
す
る
新
た
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
調
査
委
員
会
、
事
実
調
査

団
な
ど
）
の
導
入
に
向
け
、
我
が
国
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
り
、
関
係
各
国
に
積
極
的
に
働

き
か
け
を
行
う
こ
と
。
尚
、
そ
の
際
に
は
拉
致
問
題
も
必
ず
対
象
と
す
る
仕
組
み
に
す
べ
く
、

関
係
国
と
連
携
し
て
外
交
努
力
を
行
う
こ
と
。 

 
 

 
 

以 
 

上 


